
電気電子工学委員会 デバイス・電子機器工学分科会（第 26 期・第 7 回） 

 

議 事 要 旨 

 

 

日  時：2026 年７月 21 日（火）13:00～13:41 

 

開催方法：オンライン会議（主催会場：広島大学 藤島委員研究室） 

 

出席状況：出席 18 名（定足数 14 名）。定足数を満たしていることを確認した。 

出席：大橋 弘美（委員長）、森 勇介（副委員長）、西澤 典彦（幹事）、藤島 実（幹事）、

関谷 毅、田中 雅明、中村 卓司、青砥 なほみ、板垣 奈穂、河野 隆二、國分 泰

雄、杉山 正和、髙木 信一、谷本 明佳、為近 恵美、西山 彰、松尾 慎治、若林 整

（以上 18 名、敬称略） 

欠席：天野 浩、荒井 滋久、井上 弘士、木本 恒暢、染谷 隆夫、富永 依里子、中野 義

昭、野田 進、波多野 睦子（以上 9名、敬称略） 

 

議  事： 

（１）前回議事録の確認 

2026 年 1 月 28 日に開催された第 6回分科会の議事録について確認を行い、原案のと

おり承認された。 

（２）シンポジウムの開催報告 

2026 年３月 17 日に東京科学大学大岡山キャンパスで開催されたシンポジウム「半導

体テクノロジーはウェルビーイングを向上させられるか」について、大橋委員長から報

告があった。本シンポジウムは応用物理学会との共催で実施され、多数の参加を得た。 

・ ウェルビーイングの社会的・経済的意義、心理学的アプローチ、カウンセリングの

実践例、状態の計量化、対話時の共感状態の可視化等について講演が行われた。 

・ 後半には森副委員長の進行によるパネル討論が行われ、ウェルビーイング向上に向

けた共感空間、心理学的アプローチと半導体・デジタル技術の可能性等が議論され

た。 

（３）シンポジウム「記録」案の審議 

大橋委員長から、日本学術会議の「記録」としてシンポジウム内容を取りまとめる案

が説明された。案は、当日の講演資料、進行に沿った講演概要、質疑応答、パネル討論

及び総括を収録する約 24 ページの構成である。議論を重ねた結果、「記録」として残す

ことに合意を得た。 

 

以上 


